
法学：207-1-DP1
年次 学期 学則科目責任者

1年次 前学期 氏家　宏海（法学）

学修目標
（ＧＩＯ）

と
単位数

・単位数：２単位

・学修目標（ＧＩＯ）：本講義では、社会統制の一手段である法を、生きた社会との関連の中で捉え
るべく、「身近なところに生きているものとしての法」を理解してもらうことを目標とする。そこで、
本講義では、とかく抽象的になりがちな「法学に多少でも興味をもって親しみを感じることができる
ように」するために、できる限り具体的な問題に即して説明を行う。

担当教員 ※氏家　宏海

教科書 法学入門　早川吉尚　有斐閣ストゥディア

参考図書 ポケット六法　佐伯仁・大村敦志編　有斐閣

評価方法
（ＥＶ）

平常試験（筆記試験）７０％、授業中・後に出される課題２０％、授業への参加度（予習復習を含む）
１０％
追試は予定していない。

学生への
メッセージ

オフィスアワー

講義では、法学（法律全般）を可能な限り具体的にわかりやすく説明したいと考えているので、日常
生活やテレビ・新聞・ネット等を通じて、普段から法律に興味を持つようにしておいていただきたい。
なお、参考図書として指定したポケット六法（デイリー六法等でも可）は、授業中、携帯電話等で法
律検索ができる場合にはそちらを利用してもよい。

日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2024/04/11 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/04/11 (木)
1時限
09:30～11:00
B

法学を学ぶ意味を
学修する

【授業の一般目標】
法学を学ぶことで獲得できる知的能力を知り、社会において必要とされてきた
人材を考えることで、法学を学ぶ意味を考える

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.法学を学ぶ意味を理解し、説明できる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：ルールの存在意義を知る
・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
グループディスカッションを行い、グループごとにプレゼンテーションを行い
ます。
自分の住んでいる地域のごみ捨てを例に、どのようなルールがあるか、なぜそ
のようなルールがあるかなど検討します

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/04/18 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/04/18 (木)
1時限
09:30～11:00
B

ルールづくりの意
味を知る（ルール
の機能と望ましい
ルールの要件）

【授業の一般目標】
ルールづくりを行い、その機能および望ましいルールの要件を理解する

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.ルールの機能および望ましいルールの要件について考え、理解することがで
きる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：教科書の第２～３章

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
第１回のテーマについて引き続き、グループワークを行い、その結果をプレゼ
ンテーションします。

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/04/25 (木) 私法と消費者保護 【授業の一般目標】 氏家　宏海



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

1時限
09:30～11:00
A
2024/04/25 (木)
1時限
09:30～11:00
B

を学修する 契約自由の原則，私的自治の原則などの，私法の基本的な考え方について理解
するとともに，企業活動や消費者保護などの経済活動に関する問題が法と深く
かかわっていることを認識する

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.契約自由の原則，私的自治の原則などの，私法の基本的な考え方について理
解することができる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：教科書の第１～６章を読む
・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
グループワークをした上で、ディスカッションをします。

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/05/02 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/05/02 (木)
1時限
09:30～11:00
B

憲法の意義を理解
する（１）

【授業の一般目標】
一人ひとりの人間が，かけがえのない存在として相互に尊重されるべきである
こと及び自律的かつ責任ある主体として自由で公正な社会の運営に参加してい
く必要があることを認識するとともに，それに必要な資質や能力をはぐくむた
めに，個人の尊厳，国民主権あるいは法の支配などの憲法及び法の基礎にある
基本的な価値や国と個人との関係の基本的な在り方について，一層理解を深め
る

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.憲法及び法の基礎にある基本的な価値や国と個人との関係の基本的な在り方
について理解できる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：憲法に目を通しておくこと

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
グループワーク及びグループディスカッションを行い、結果をプレゼンテーシ
ョンします。

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/05/09 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/05/09 (木)
1時限
09:30～11:00
B

憲法の意義を理解
する（２）

【授業の一般目標】
一人ひとりの人間が，かけがえのない存在として相互に尊重されるべきである
こと及び自律的かつ責任ある主体として自由で公正な社会の運営に参加してい
く必要があることを認識するとともに，それに必要な資質や能力をはぐくむた
めに，個人の尊厳，国民主権あるいは法の支配などの憲法及び法の基礎にある
基本的な価値や国と個人との関係の基本的な在り方について，一層理解を深め
ること

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.憲法及び法の基礎にある基本的な価値や国と個人との関係の基本的な在り方
を理解できる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：前回の講義内容を復習しておくこと
・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
グループディスカッションを行い、結果についてプレゼンテーションを行う

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/05/16 (木)
1時限
09:30～11:00
A

司法について学ぶ
（民事裁判と刑事
裁判）①

【授業の一般目標】
司法とは，法に基づいて，侵害された権利を救済し，ルール違反に対処するこ
とによって，法秩序の維持・形成を図るものであることを認識させるとともに，
すべての当事者を対等な地位に置き，公平な第三者が適正な手続を経て公正な

氏家　宏海



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2024/05/16 (木)
1時限
09:30～11:00
B

司法について学ぶ
（民事裁判と刑事
裁判）①

ルールに基づいて判断を行うという裁判の特質について，理解すること

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.司法の役割を理解し、裁判について説明することができる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：日常の紛争解決と民事裁判の違いについて検討してくる

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
ディスカッション

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/05/23 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/05/23 (木)
1時限
09:30～11:00
B

司法について学ぶ
（民事裁判と刑事
裁判）②

【授業の一般目標】
司法とは，法に基づいて，侵害された権利を救済し，ルール違反に対処するこ
とによって，法秩序の維持・形成を図るものであることを認識させるとともに，
すべての当事者を対等な地位に置き，公平な第三者が適正な手続を経て公正な
ルールに基づいて判断を行うという裁判の特質について，理解すること

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.司法について理解し、裁判について説明することができる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：民事裁判と刑事裁判との違いについて復習すること

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
グループワーク

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/05/30 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/05/30 (木)
1時限
09:30～11:00
B

刑事裁判と処罰に
ついて学ぶ

【授業の一般目標】
刑事裁判手続きの流れと刑務所について学ぶこと

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.刑事手続きの流れと刑務所について理解することができる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：民事事件と刑事裁判の違いについて検討してくること
・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
ディスカッション

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/06/06 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/06/06 (木)
1時限
09:30～11:00
B

刑務所及び刑務所
における処遇

【授業の一般目標】
刑務所の施設及び受刑者の処遇について理解すること

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.刑務所の施設及び受刑者の処遇について理解すること

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：刑務所についてのニュースを調べ、処遇について検討するこ
と

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
ディスカッション

【学修方略（ＬＳ）】

氏家　宏海



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2024/06/06 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/06/06 (木)
1時限
09:30～11:00
B

刑務所及び刑務所
における処遇

講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/06/13 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/06/13 (木)
1時限
09:30～11:00
B

刑務所及び刑務所
における処遇②

【授業の一般目標】
入所受刑者の年齢・構成・罪名別構成比を知り、受刑者の背景について理解す
ることで、社会の課題と刑務所と社会の役割を考えること

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.受刑者の背景を理解し、社会の課題と刑務所と社会の役割を考えることがで
きる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：受刑者の背景について触れたニュースなどを調べ、検討する
こと

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
ディスカッション

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/06/20 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/06/20 (木)
1時限
09:30～11:00
B

再犯防止推進計画
を学修する

【授業の一般目標】
再犯者率について知り、安心安全な社会を実現するためには再犯防止対策が必
要不可欠であるために、政府が作成した再犯防止に関する施策を盛り込んだ計
画を理解し、罪を犯した人をめぐる状況がどのようになっていることが社会に
とってより良い状態であるのかを考える

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.再犯防止推進計画について理解し、社会の在り方を考えることができる

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：再犯を防止するためにどのようなことが考えられるかを検討
すること

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
　

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/07/04 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/07/04 (木)
1時限
09:30～11:00
B

家族法を学修する 【授業の一般目標】
家族法の基本原則、婚姻・離婚、親子（嫡出子・非嫡出子、親権と後見）を理
解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.家族法の基本原則、婚姻と離婚、親子（嫡出子・非嫡出子、親権と後見）を
理解する。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：憲法２４条、民法７３１条から８３７条までを読んでおくこ
と
・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
無

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】

氏家　宏海



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2024/07/04 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/07/04 (木)
1時限
09:30～11:00
B

家族法を学修する その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/07/11 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/07/11 (木)
1時限
09:30～11:00
B

相続制度を学修す
る

【授業の一般目標】
相続制度の概要（遺言、遺留分、相続人、遺産分割）を理解し、説明すること
ができる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.遺言、遺留分、相続人、遺産分割等を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：民法８７７条から８８２条、８８７条～８９０条、９００条、
９１５条を読んでおくこと
・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：無

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/07/18 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/07/18 (木)
1時限
09:30～11:00
B

成年後見制度につ
いて学修する

【授業の一般目標】
成年後見制度について理解し、それを取り巻く社会的問題について理解すると
ともに、エンディングノートについて考えることができる

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.成年後見制度について理解し、それを取り巻く社会的問題について理解でき
る

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：エンディングノートを作成する準備をすること※事前配布資
料あり

・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
無

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海

2024/08/22 (木)
1時限
09:30～11:00
A
2024/08/22 (木)
1時限
09:30～11:00
B

これまでの授業の
総復習と発展・応
用

【授業の一般目標】
これまでの授業における学修項目の理解度を再確認するとともに、項目相互の
関連性を踏まえ、発展的・応用的な観点からの検討内容を理解できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.これまでの授業における学修項目の理解度を前提に、項目相互の関連性を踏
まえた説明ができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：これまでの授業で配布したレジュメを参考に、これまで学ん
だことの復習をしておくこと
・準備学修時間：１２０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：無

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
203教室

【国家試験出題基準（主）】
その他
該当なし

【コアカリキュラム】

氏家　宏海


